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１．研究計画の概要 
従来の 4:3ないし VGA（640×480 pixel）
で制作されているe-Learningコンテンツを、
ハードウェア（制作から配信）からソフトウ
ェア（コンテンツ）までアスペクト比 16:9
のワイド(HD)サイズに対応した仕様に再構
成する試みである。 「遠隔教育」と、イン
ターネットを中心とするIT（情報技術）が結
びついて誕生した「e-Learning」 は、通信
とみなされていたためパソコンに対応した
画面比率で制作されており、放送分野で一般
的になりつつあるワイド画面とは比率が異
なる。 この不整合が将来的にもたらす弊害
を克服するため、ワイドア比率に対応したシ
ステム構築が急務である。 e-Learningコン
テンツは、準備と作成に多大の労力を必要と
し仕様の変更には柔軟に対応できないので、
本研究において「拡張性(Scalability)」と
「柔軟性(Flexibility)」を備えたシステム
提案を目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
現状では、システムの検証と評価、および
コンテンツとなる授業内容の作成と蓄積を
さらに踏み込んで行い、システム全体の妥当
性を客観的かつ詳細に評価することを目指
している。 ビデオ画像を画面レイアウトに
組み込んだ場合のビデオカードによるオー
バーレイの品質の検討では、品質に特に問題
がないことが確認されているが、ビデオ撮影
装置の位置と目線との関連の確認と実際の
授業環境でのビデオ撮影画像の品質に関す
る検討では、予測の範囲内で対応できること
が確認されるものの、十分な検討がなされた
とは言い難い。 そこで、既存の装置をどの 

ように組み合わせることでコスト的なメリ
ットの有無、表示するスライドショー部分の
拡張性の妥当性、そしてスキャニングファイ
ルの挿入などに適したアプリケーションの
選択の余地をあらためて検証することで、実
際の授業環境での液晶タブレットの操作性
および視認性などの検証に加え、オーサリン
グ画像と実際の授業との連携性の確認、必要
な教授法の検討などをさらに多角的に行う
ことを主な計画目標に置いている。  
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
2008年度終了時点では、これらに必要と思
われるソフトウェアの基本設計仕様の洗い
出し、およびこれらに関連した、ハードウェ
ア的なインストラクション・デザインの構築
といった実際の作業を、最終年度の２００９
年に終了させるため、文字通り最終段階のス
テージに入ることができている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
e-Learningのシステム構築および効果測
定対象とした授業は、内容的に e-Learning
に最適とされる「英語教育」および、設備的
に最適とされる「情報教育」の二教科である。
今後は、授業内容、授業スタイルへの依存度、
教員側と学生側の資質・熱意・条件の調査･
分析を通して、さらに応用範囲の拡大を目指
す。 また汎用性の高いツールと技術の組み
合わせを優先し、特定の設備やコンテンツへ
の依存度の低いアプリケーションの構築に
向け、既存製品を比較評価する標準尺度の作
成も行う予定である。 
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